










　一般に臨床的に問題となる異常ヘモグロビン(Hb)の構造異常の大部分は,Hb

分子の分子内部,ヘム周辺部,サブユニット接触面などに存在し,電荷の異常を

ともなわない中性アミノ酸残基の間での置換が最も多くみられる。したがって,

従来から異常 Hb 症のスクリーニングに最も広く用いられている電気泳動法,ク

ロマトグラフィー法などでは証明されないことが多く,色々問題となっていた。


